
平成30年５月１日
.25

えりも町議会

ローデス・ジェイソン
ウェイド

表紙紹介

4月から学校給食が始まったえりも岬小学校。

新たに6名の児童が入学し、全校児童は27名となりました。

恥ずかしながらも笑顔で撮影に応じてくれた皆さんに感謝。
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質疑 町内各学校の給食費と補助の内容は。

答弁 下記の表のとおり。

質疑 給食を実施していない学校もあり、給食費も

違うなか、半額補助を町内全域で行うのは不公平感

があり時期尚早ではないか。

答弁 実際に給食を実施しているところでは保護者

が負担をしている。その負担を軽減するための補助

であるので理解願いたい。

質疑 シカ侵入防止柵の維持費が毎年増加してきて

いるが、シカ柵の効果があまり見えていないのでは。

将来的にどのような考えを持っているのか。

答弁 シカ柵が完成してからかなりの年月が経過し、

また、台風等で壊れ修繕を行っている。今後も施設

を維持しつつ、柵の内側にいるシカの駆除を積極的

に行っていく。

質疑 シカの捕獲奨励金に変更は。

答弁 平成29年度までは、捕獲報奨金として１頭８

千円だったが、平成30年度からは国が定めているマ

ニュアルにより、捕獲活動経費の1/2相当額を定額と

して支援することとして、１頭７千円、ジビエに活

予算特別委員会 質疑（抜粋）

給食費補助

学 校 名
給 食 費

( 年額 )
摘 要 補 助

笛 舞 小 53,200円 半 額

東 洋 小 57,200円 半 額

えりも小 48,400円 半 額

岬 小 48,400円 H30.4 開始 半 額

庶 野 小 8,600円 ミルク給食 全 額

えりも中 57,200円 半 額

シカ侵入防止柵と捕獲奨励金

用した場合は９千円を補助する。

また、これまで施設搬入に対して２千円を上乗

せしていたが、平成30年度からは、自分で解体し

有効活用してその残りの骨や皮を搬入した方に２

千円を上乗せすることとなる。

※ ジビエとは・・・狩猟によって、食材として

捕獲された野生の鳥獣又はその肉。

質疑 これまでの搭乗実績と委託料600万円の算出

根拠は。

答弁 搭乗実績は下記の表のとおり。

委託料600万円については、ヘリコプター運航費、

職員の常駐費、PRのためのポスター、チラシ、CM

などの広告費で、毎年度精算を行い、平成29年度

は585万9,302円を支払っている。

ヘリコプター遊覧飛行

年 度 搭乗者数 期 間

H27年度 92名 9/19～10/5

H28年度 106名 9/17～10/10

H29年度 140名 9/30～10/22

搭
乗
者
に
好
評
な
紅
葉
の
豊
似
湖



一
般
会
計

・
除
雪
運
転
委
託
料

除
雪
出
動
回
数
の
増
加
に

よ
る
も
の

２
２
４
３
万
円

・
介
護
保
険
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

事
業
補
助
金

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者

減
に
よ
り
事
業
収
入
が
減
少

し
た
こ
と
に
対
す
る
補
助
金

の
増

１
０
５
０
万
円

・
海
外
実
践
研
修
旅
行

助
成
金
等

え
り
も
高
校
韓
国
研
修
旅

行
中
止
の
た
め

▲
４
３
８
万
６
０
０
０
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

１
５
０
万
円

・
診
療
所
特
別
会
計
繰
出
金

２
０
２
０
万
円

・
え
り
も
町
非
常
勤
特
別
職
の

報
酬
等
に
関
す
る
条
例
改
正

複
合
施
設
整
備
検
討
委
員

会
委
員
の
報
酬
を
日
額
５
５

０
０
円
と
す
る(

10
名)

・
え
り
も
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
改
正

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と

き
に
支
払
わ
れ
る
葬
祭
費
の

額
を
１
万
円
か
ら
３
万
円
に

改
め
る(

全
道
統
一
と
な
る
た

め)

・
え
り
も
町
介
護
保
険

条
例
の
改
正

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
増
加

に
加
え
、
65
歳
以
上
の
負
担

割
合
が
22
％
か
ら
23
％
へ
増

え
る
こ
と
や
事
業
者
に
支
払

う
報
酬
が
０
・
５
４
％
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
の

基
準
月
額
が

４
３
２
０
円

か
ら
５
５
１
４
円
に
増
額
と

な
る(

全
道
平
均
５
６
１
７
円)

・
え
り
も
町
教
育
委
員
会

委
員
の
選
任

え
り
も
町
字
本
町

嵯
峨

直
樹

氏(

55
歳)

任
期
満
了
に
よ
る
再
任

・
え
り
も
町
公
平
委
員
会

委
員
の
選
任

え
り
も
町
字
本
町

神
田

修

氏

(

65
歳)

前
委
員
の
退
任
に
伴
う
後
任

・
え
り
も
町
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
の
選
任

え
り
も
町
字
大
和

髙
橋

学

氏

(

56
歳)

前
委
員
の
退
任
に
伴
う
後
任

・
え
り
も
町
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
の
選
任

え
り
も
町
字
新
浜

佐
々
木

智

氏(

56
歳)

任
期
満
了
に
よ
る
再
任
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補
正
予
算

３月６日から１６日までの期間（７日から１４日まで休会）で定例町議会が、開
会され条例の改正、予算の補正など提出された議案をすべて原案通り可決し閉会
しました。また、４名の議員の一般質問も行われました。

人

事

条
例
改
正



問

鈴
木
勇
高
議
員

環
境
省
は
、
日
高
山
脈

襟
裳
国
定
公
園
を
含
む
日

高
山
脈
周
辺
は
、
国
内
で

も
重
要
な
自
然
環
境
を
有

す
る
と
し
て
、
平
成
22
年
、

新
た
に
国
立
公
園
の
新
規

指
定
又
は
国
定
公
園
の
拡

張
対
象
と
な
り
得
る
候
補

地
と
し
て
選
定
し
て
い
る
。

私
は
、
平
成
27
年
６
月
の

定
例
会
の
一
般
質
問
に
お

い
て
、
国
立
公
園
に
指
定

さ
れ
た
場
合｢

襟
裳｣

の
名

称
を
残
し
て
も
ら
う
た
め
、

関
係
市
町
村
、
地
元
町
民

の
理
解
と
協
力
が
必
要
だ

と
訴
え
、
陳
情
対
応
な
ど

を
強
く
要
望
し
た
。

そ
の
後
、
積
極
的
な
動

き
が
み
ら
れ
た
と
は
感
じ

ら
れ
な
い
。

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

活
動
の
経
緯
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

答

産
業
振
興
課
長

北
海
道
地
方
環
境
事
務

所
は
、
平
成
28
年
、
29
年

の
２
年
間
で
行
っ
た
調
査

を
も
と
に
、
本
年
２
月
に

帯
広
市
と
札
幌
市
で
開
催

さ
れ
た
報
告
会
に
お
い
て
、

日
高
山
脈
が
プ
レ
ー
ト
同

士
の
衝
突
で
形
成
さ
れ
た

特
異
な
地
形
の
成
り
立
ち

や
地
質
で
あ
る
こ
と
、
動

植
物
の
固
有
種
や
原
生
的

な
自
然
環
境
が
多
く
残
さ

れ
て
お
り
、
自
然
公
園
と

し
て
の
魅
力
と
価
値
が
あ

る
と
説
明
が
な
さ
れ
、
平

成
30
年
度
は
利
活
用
状
況

の
調
査
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
と
の
こ
と
。

町
と
し
て
は
、
国
立
公

園
化
に
向
け
て
懸
念
し
て

い
た
漁
業
等
の
既
存
の
産

業
活
動
に
対
し
て
の
規
制

は
変
わ
ら
な
い
と
の
回
答

を
得
て
お
り
、
え
り
も
漁

協
で
も
漁
業
活
動
に
影
響

が
な
い
の
で
あ
れ
ば
反
対

で
は
な
い
と
の
立
場
。

ま
た
、
地
域
の
知
名
度

向
上
や
来
訪
者
増
に
よ
る

経
済
波
及
効
果
が
期
待
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
え
り
も

町
と
し
て
も
浦
河
・
様
似
・

え
り
も
・
広
尾
の
四
町
広

域
連
携
協
議
会
で
協
議
を

始
め
る
な
ど
、
公
園
区
域

内
の
十
勝
管
内
の
関
係
市

町
村
と
も
連
携
し
、
国
立

公
園
化
に
向
け
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

鈴
木
勇
高
議
員

外
部
か
ら
の
部
活
動
指

導
員
を
配
置
す
る
こ
と
は
、

教
職
員
の
働
き
方
改
革
や

長
時
間
労
働
を
解
消
す
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
対
象

の
部
を
絞
り
込
ん
で
積
極

的
に
採
用
す
る
べ
き
で
は
。

答

教
育
長

中
学
校
に
お
け
る
部
活

動
指
導
員
に
つ
い
て
は
、

昨
年
４
月
、
学
校
教
育
法

施
行
規
則
が
改
正
さ
れ
、

法
的
に
制
度
化
さ
れ
た
。

当
町
に
お
い
て
は
、
現

在
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
外
部
コ
ー
チ
を
依
頼
し

て
い
る
が
、
今
回
示
さ
れ

た
部
活
動
指
導
員
は
、
名

称
や
職
務
な
ど
を
明
確
に

し
、
職
員
と
し
て
採
用
す

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
責
任

も
重
く
、
学
校
と
の
報
告
・

連
絡
・
相
談
等
を
綿
密
に

し
な
が
ら
部
活
動
を
運
営

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

一
方
、
学
校
と
し
て
も
、

そ
の
身
分
・
任
用
・
職
務
・

報
酬
等
の
規
則
を
整
備
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
、
道
教
委
で
も
、

練
習
時
間
や
休
養
日
の
設

定
等
、
部
活
動
を
柱
に
し

た
教
員
の
負
担
軽
減
の
働

き
方
改
革
案
を
検
討
し
て

お
り
、
そ
の
報
告
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
当
町
で
の
人

材
発
掘
は
厳
し
い
状
況
に

あ
る
が
、
現
段
階
で
で
き

る
こ
と
は
可
能
な
範
囲
で

進
め
て
い
く
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２５・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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一般質問は、議員にとって、住民から重大な関心

と期待を持たれる大事な議員活動の場です。町政

全般にわたって執行機関に疑問点をただし、所信

の表明を求め、議員自らの政策提言を行い政治姿

勢を明らかにするものです。

四町広域連携協議会で

協議していく

国立公園の指定について

可能な範囲で進めていく

中学校へ部活動指導員の配置を

国立公園化に向けて調査が進めら

れている「日高山脈襟裳国定公園」



問

大
坂
庄
吉
議
員

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て

自
然
を
利
用
し
た
太
陽
光
、

風
力
、
水
力
、
地
熱
、
バ

イ
オ
マ
ス
等
が
あ
る
。

そ
の
中
の
大
型
風
力
発

電
所
の
計
画
が
持
ち
出
さ

れ
、
建
設
事
業
の
提
案
が

示
さ
れ
て
い
た
が

そ
の

後
の
進
捗
状
況
は
。

答

産
業
振
興
課
長

旧
肉
牛
牧
場
に
お
い
て

２
社
は
風
況
調
査
実
施
の

準
備
を
進
め
て
い
た
。
し

か
し
例
年
よ
り
早
い
降
雪

に
よ
り
、
春
の
雪
解
け
後

か
ら
実
施
す
る
予
定
。

３
月
６
日
に
関
係
者
が

来
庁
し
、
現
在
北
電
に
対

し
電
気
買
取
の
た
め
の

「
接
続
検
討
申
込
書
」
を

提
出
し
、
回
答
を
待
っ
て

い
る
。

そ
の
回
答
後
に
は
手
続

き
を
順
次
進
め
て
い
く
予

定
と
、
近
々
町
内
に
事
務

所
を
借
り
て
特
別
目
的
会

社
を
設
立
す
る
予
定
で
あ

る
と
説
明
を
受
け
た
。

問

大
坂
庄
吉
議
員

近
年
ガ
ソ
リ
ン
の
高
騰

に
よ
り
電
気
自
動
車
を
利

用
す
る
方
が
増
え
て
き
て

い
る
。

観
光
地
え
り
も
町
に
お

い
て
は
こ
の
急
速
充
電
器

の
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い

る
よ
う
に
思
う
。

え
り
も
漁
組
直
売
店
前

の
駐
車
場
な
ど
に
設
置
し

て
は
ど
う
か
。
ま
た
積
極

的
に
充
電
器
整
備
業
者
な

ど
に
働
き
か
け
る
べ
き
で

は
。

答

企
画
課
長

日
高
管
内
で
、
す
で
に

５
町
に
充
電
器
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
未
整
備
な
の

は
当
町
を
含
む
２
町
で
あ

る
。近

隣
の
町
で
は
国
の
補

助
を
活
用
し
な
が
ら
取
り

組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。

観
光
地
と
し
て
備
え
る

べ
き
設
備
の
ひ
と
つ
で
あ

る
と
の
観
点
か
ら
、
充
電

器
の
整
備
を
検
討
し
た
い
。

問


本
維
応
議
員

近
年
、
漁
場
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
が
活
発
化
し
、
ネ
ッ

ト
通
信
に
よ
る
情
報
処
理

と
共
有
で
、
水
産
資
源
や

海
洋
環
境
を
「
見
え
る
化
」

し
、
デ
ー
タ
活
用
を
す
る

こ
と
で
効
率
化
や
資
源
管

理
を
実
現
す
る
ス
マ
ー
ト

化
が
進
ん
で
い
る
。

漁
獲
不
振
や
担
い
手
の

不
足
、
高
齢
化
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
、
沿
岸
の

海
水
温
等
デ
ー
タ
収
集
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
作
業
効
率
化
、
魚

群
の
可
視
化
な
ど
が
必
要

と
考
え
る
。

漁
網
内
の
魚
群
探
知
機

の
観
測
画
像
を
、
陸
上
か

ら
確
認
で
き
る
ユ
ビ
キ
タ

ス
魚
探
の
導
入
や
海
水
温

等
測
定
に
ユ
ビ
キ
タ
ス
ブ

イ
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
行

い
、
効
率
化
や
生
産
性
向

上
、
漁
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

見
計
ら
う
判
断
材
料
・
漁

場
研
究
活
用
等
多
岐
に
わ

た
り
活
用
で
き
る
シ
ス
テ

ム
の
導
入
、
町
主
体
で

「
次
世
代
型
水
産
業
」
の

実
現
と
普
及
を
推
進
し
て

は
と
思
う
が
町
の
見
解
は
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２５・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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充電器の整備を検討していきたい

急速充電器設置を

調査実施の準備を進めている

再生可能エネルギーは

えりも町で初めて設置された

東洋地区の風力発電施設

電
気
自
動
車
の
普
及
に
つ
れ
整

備
が
急
が
れ
る
急
速
充
電
器

導入にむけて協議・検討していく

漁業ICT活用による効率化を
海
水
温
測
定
に
有
効
な

ユ
ビ
キ
タ
ス
ブ
イ

次
ペ
ー
ジ
へ



答

産
業
振
興
課
長

近
年
は
海
水
温
の
変
化

や
自
然
災
害
の
多
発
、
定

置
網
の
２
年
連
続
不
漁
や

担
い
手
の
不
足
等
環
境
は

厳
し
い
。

そ
の
中
で
、
漁
業
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
「
環
境
・

資
源
・
技
術
の
見
え
る
化
」

の
取
組
が
、
公
立
は
こ
だ

て
未
来
大
学
マ
リ
ン
Ｉ
Ｔ

ラ
ボ
の
協
力
に
よ
り
進
ん

で
い
る
。

例
え
ば
、
海
水
温
観
測

ブ
イ
の
導
入
に
よ
り
海
水

温
の
状
態
を
可
視
化
す
る

こ
と
で
、
養
殖
の
カ
キ
・

コ
ン
ブ
等
の
作
業
時
期
の

効
率
化
や
養
殖
魚
の
出
荷

時
期
、
サ
イ
ズ
の
調
整
を

図
る
こ
と
に
活
用
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
デ
ジ
タ
ル
操
業
日

誌
に
よ
る
漁
獲
情
報
や
Ｇ

Ｐ
Ｓ
と
魚
群
探
知
機
に
よ

る
操
業
位
置
、
海
底
地
形

の
情
報
共
有
化
に
よ
る
水

産
資
源
管
理
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
て
留
萌
の
新
星
マ

リ
ン
漁
協
が
ナ
マ
コ
資
源

の
回
復
に
取
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
函
館
近
郊
の

定
置
網
で
は
、
音
響
計
測

や
海
水
温
、
潮
の
流
れ
な

ど
か
ら
漁
獲
魚
種
や
量
の

予
測
を
行
い
、
出
漁
の
判

断
や
人
員
・
氷
の
調
整
に

よ
る
コ
ス
ト
削
減
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
漁
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
技
術
活
用
と
い
っ
て
も
、

目
指
す
目
標
の
た
め
に
必

要
な
情
報
は
様
々
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
、
魚
種
、

漁
法
ご
と
の
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
必
要
で
あ
る
が
、

ま
だ
ま
だ
漁
業
は
競
争
原

理
が
強
く
、
各
漁
船
の
航

路
や
漁
獲
量
と
い
っ
た
そ

れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ
の
共
有
・

公
開
に
つ
い
て
は
、
協
調

関
係
の
構
築
や
ル
ー
ル
づ

く
り
が
難
し
く
、
漁
業
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
な
か
な
か
進

ま
な
い
理
由
と
な
っ
て
い

る
。今

後
、
漁
業
関
係
者
に

ど
う
い
う
希
望
が
あ
り
、

そ
れ
に
は
ど
の
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で
、

情
報
の
提
供
・
公
開
に
つ

い
て
の
協
調
や
ル
ー
ル
づ

く
り
が
で
き
る
の
か
な
ど
、

漁
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
向
け

て
の
協
議
を
進
め
て
い
き

た
い
。

問

高
松
亮
裕
議
員

中
学
校
や
高
校
に
入
学

す
る
際
、
制
服
購
入
費
な

ど
の
保
護
者
負
担
が
家
計

の
重
荷
と
な
り
教
育
の
機

会
を
奪
っ
て
い
な
い
か
と

い
う
問
題
が
あ
る
。

一
方
、
卒
業
、
又
は
成

長
に
よ
り
新
し
く
制
服
を

購
入
し
た
た
め
行
き
場
の

な
く
な
っ
た
中
古
の
制
服

が
存
在
す
る
。

こ
う
し
た
中
古
の
制
服

を｢

譲
っ
て
ほ
し
い
方｣

に

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で

家
計
の
助
け
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

全
国
的
に
み
る
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
学
校
が
積
極
的
に
関

わ
っ
た
り
大
き
な
市
で
は

複
数
の
学
校
の
制
服
を
格

安
で
販
売
す
る
民
間
業
者

な
ど
、
制
服
の
リ
サ
イ
ク

ル
は
一
般
的
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
ま
た
、｢

も
っ

た
い
な
い
と
思
う
心｣

や

｢

助
け
合
い
の
精
神｣

を
育

む
こ
と
に
も
な
り
、
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答

教
育
支
援
課
長

当
町
中
学
生
の｢

就
学

援
助｣

の
受
給
者
割
合
は

８
～
12
％
、
金
額
は
４
万

７
４
０
０
円
で
、
こ
の

｢

就
学
援
助｣

の
補
助
金
だ

け
で
は
制
服
や
靴
、
鞄
を

含
む
す
べ
て
の
学
用
品
を

賄
え
る
額
と
は
な
っ
て
お

ら
ず
、
家
計
の
重
荷
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。

｢

制
服
の
リ
サ
イ
ク
ル｣

は
、
日
高
管
内
、
他
町
６

町
の
中
学
校
で
は
実
施
し

て
お
ら
ず
、
当
町
で
も
８

年
前
に
一
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
譲

渡
会
を
企
画
・
実
行
し
た

が
１
回
き
り
で
中
止
と
な
っ

た
経
緯
が
あ
る
。

ま
た
、
生
徒
数
が
少
な

い
た
め
な
か
な
か
自
分
に

合
っ
た
制
服
が
み
つ
か
ら

な
い
こ
と
、
入
学
時
に
大

き
め
の
服
を
買
い
、
３
年

間
使
用
す
る
た
め
制
服
の

損
傷
が
激
し
く
リ
サ
イ
ク

ル
に
は
向
か
な
い
こ
と
な

ど
の
課
題
が
大
き
い
。

し
か
し
、
何
か
良
い
方

法
が
な
い
か
、
学
校
を
通

し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
生
徒
と
の

｢

助
け
合
い
の
精
神｣

を
育

む
観
点
か
ら
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

総
会
な
ど
の
場
で
積
極
的

に
働
き
か
け
て
い
く
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２５・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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全
国
的
に
は
複
数
の
学
校

の
制
服
を
格
安
で
販
売
す

る
例
も
見
ら
れ
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
生
徒
に
働
き
か
け
て
い
く

中
古
制
服
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

定置網にユビキタス魚探を設

置することで、陸にいながら

漁獲量を確認できる。
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昨年、11月の所管事務調査に続き、複合施設基本設計委託業務の受注業者を選定するためのプロ

ポーザル審査が完了したことから、その経過等について調査を行った。

本年1月30日までに、7社から参加表明書及び、技術提案書が提出されたことを受け、副町長を

委員長として課長職12名を委員とする｢プロポーザル選定委員会｣を設置し、指名業者7社によるプ

レゼンテーション及びヒアリングを行った。

審査方法は、意見交換を踏まえて、各委員が単独で評価した結果、最優秀者は日本都市設計㈱で、

各評価において総じて高評価であり、特に取組姿勢、業務の実施方針に対する的確性、さらに、技

術提案のうち、周辺施設との連携による多世代との交流に配慮した計画が、他者の提案に比べ高い

評価を得たものである。

この結果から、最優秀者と3月中に契約する旨、担当者から説明を受けた。

調査の結果、プロポーザル審査の経過等について問題がなかったことから、最優秀者と契約する

ことを了承した。

複合施設の建設は、事業規模も大きく、今後数十年単位での使用となることから、町をはじめ議

会や関係団体などが協働で取り組む必要がある。

本年4月以降には、企画課内に複合施設担当職員を配置し、町民を交えた複合施設整備検討委員

会を立ち上げ、1年間かけて基本計画を策定するとされていることから、各施設に関係する者の意

見を広く聞き、参考にしながら検討していただきたい。

新たな町のシンボルとして、また周辺環境に配慮した経済効率の高い施設が建設されることを望

むものである。

複合施設特別委員会 委員長 川村 一治

副委員長 上野 勝廣

委員 渡部 泰 石川 昭彦 平野 正男

大坂 庄吉 笹谷 廣喜 高松 亮裕

本 維応 鈴木 勇高

議長 成田 一人
調査日 平成３０年 ３月１３日（火）

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ Ｈ３３ Ｈ３４

基本構想

基本設計

実施設計

建設工事

整備スケジュール（予定）

複
合
施
設
は
平
成
34
年

度
中
の
竣
工
・
供
用
開
始

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

基本設計委託業者 日本都市設計㈱に決定

平成30年度は、検討委員会で基本計画を策定



え
り
も
町
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
小
・
中
・
高
校
英
語
教
師
）

ロ
ー
デ
ス
・
ジ
ェ
イ

ソ
ン
ウ
ェ
イ
ド
さ
ん

１
９
９
４
年
４
月
20
日
生
（
24
歳
）

Ｑ

出
身
地
は
ど
こ
で
す
か
？

Ａ

私
の
生
ま
れ
た
ア
メ
リ
カ

西
部
の
ユ
タ
州
は
海
が
な
く
、

山
が
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
外
観

は
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
の
様

な
か
ん
じ
で
す
。
ラ
ス
ベ
ガ
ス

が
近
く
時
々
遊
び
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。

Ｑ

奥
さ
ん
と
の
出
会
い
は
？

Ａ

妻
の
エ
ミ
リ
ー
（
22
歳
）

と
は
、
高
校
の
舞
台
演
劇
部
で

い
っ
し
ょ
に
活
動
し
た
の
が
き
っ

か
け
で
し
た
。

Ｑ

ど
う
し
て
日
本
に
き
た
の

で
す
か
？

Ａ

大
学
の
時
、
ア
ジ
ア
の
歴

史
を
勉
強
し
、
そ
の
後
、
歴
史

の
先
生
に
な
り
た
か
っ
た
が
、

日
本
の
文
化
を
習
っ
た
こ
と
で
、

興
味
を
持
ち
、
日
本
に
住
ん
で

み
た
く
な
っ
た
た
め
で
す
。

Ｑ

え
り
も
町
の
印
象
は
？

Ａ

え
り
も
町
は
な
か
な
か
平

和
で
す
。
み
ん
な
と
て
も
親
切

で
す
。
子
供
達
は
に
ぎ
や
か
だ

け
ど
、
英
語
の
授
業
の
時
は
恥

ず
か
し
が
り
屋
で
す
。

Ｑ

趣
味
は
な
ん
で
す
か
？

Ａ

ハ
イ
キ
ン
グ
と
料
理
が
好

き
で
す
。
父
は
、
メ
キ
シ
コ
料

理
の
シ
ェ
フ
で
し
た
。

Ｑ

好
き
な
日
本
食
は
？

Ａ

と
ん
こ
つ
ラ
ー
メ
ン
、
焼

肉
、
寿
し
が
お
気
に
入
り
で
す
。

Ｑ

え
り
も
町
滞
在
中
に
し
て

み
た
い
こ
と
は
？

Ａ

え
り
も
岬
で
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
が
し
た
い
で
す
。

・
不
慣
れ
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
一
生
懸
命
答
え
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寒
さ
も
和
ら
ぎ
、
時
に
突
風

に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、
春
ら

し
く
な
り
ま
し
た
。

入
学
式
も
終
わ
り
新
た
な
生

活
の
始
ま
り
で
す
ね
。

舌
つ
づ
み
を
し
た
う
に
祭
り

も
終
わ
り
風
薫
る
五
月
と
な
り

ま
し
た
。

桜
前
線
も
ぐ
ん
ぐ
ん
北
上
し

て
き
て
、
固
く
閉
じ
て
い
た
つ

ぼ
み
も
待
っ
て
い
ま
し
た
と
ば

か
り
に
一
斉
に
花
び
ら
を
広
げ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
花
見
の
シ
ー
ズ
ン

と
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

庶
野
の
桜
も
き
っ
と
み
な
さ

ん
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ

う
。今

回
は
、
新
年
度
予
算
を
テ
ー

マ
に
お
届
け
し
ま
し
た
。（

大
坂
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２５・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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広
報
広
聴
常
任

委
員
会
委
員

委
員
長

高
松

亮
裕

副
委
員
長

大
坂

庄
吉

委
員

川
村

一
治

石
川

昭
彦


本

維
応

今
回
の
「
こ
の
人
に
聞

く
」
は
、
え
り
も
町
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
ロ
ー
デ
ス
・
ジ
ェ
イ

ソ
ン
ウ
ェ
イ
ド
さ
ん
。
シ
ー

ダ
シ
テ
ィ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

を
卒
業
後
、
デ
ィ
ク
シ
ー

州
立
大
学
に
進
学
し
、
卒

業
後
、
現
在
に
至
る
。

（
取
材
・
川
村
）

２月７日
日高地区交通災害共済

組合議会定例会

２月１５日
日高の森林づくりを広げる

集い

２月２３日 広報広聴常任委員会

２月２６日 えりも町交通安全住民大会

２月２７日 議会運営委員会

３月１日
えりも高等学校

卒業証書授与式

３月６日
全員協議会

第５回定例会招集

３月１３日 複合施設建設特別委員会

３月１５日

１６日

第５回定例会及び

予算特別委員会

３月２２日
日高東部消防組合議会

日高東部衛生組合議会

４月９日 えりも高等学校入学式

４月１０日 広報広聴常任委員会

議会の動き

英語授業が拡大されるなか、活躍が

期待されるローデスさん




